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日進市教育委員会定例会（令和元年 6月）会議録 

 

1. 日時 

令和元年 5月 29 日（水曜日）14 時から 15 時 15 分まで 

2. 場所 

日進市役所 4 階 第 2 会議室 

3. 出席者 

〔委員〕 

久保田力（教育長）、成田ゆき江（教育長職務代理者）、森本直樹、藤井美樹、小林

秀一、伊藤志門の各委員 

〔事務局〕 

市川秋広（教育部長）、出原真路（教育部次長兼学校教育課長）、加藤誠（教育総務

課長）、高田由紀（学校教育課主任指導主事）、山本健一（学校教育課指導主事）、

櫻井正弘（学校給食センター所長）、鬼頭聡（生涯学習課長）、宇佐美香津美（図書

館長）、後藤幸宏（学校教育課主幹）、市川英子（図書館主幹） 

〔書記〕 

嶋﨑典佳（教育総務課課長補佐）、石井智史（教育総務課係長）、山田優子（教育総

務課主事） 

4. 欠席者 

なし 

5. 傍聴の可否及び有無 

傍聴可、傍聴者 1名 

6. 会議録署名者 

久保田力教育長、伊藤志門、成田ゆき江の各委員 

7. 議事の経過 

（開会） 

（会議録署名者の決定） 

（会議録の承認） 

（教育長報告） 

(議事) 

議案第 42 号 令和元年度日進市一般会計(教育委員会所管部分)補正予算(第 2

号)について 

議案第 43 号 日進市立小中学校適正規模等検討委員会委員の委嘱について 

議案第 44 号 専決処分事項の承認を求めることについて(日進市教育支援委員会

委員の委嘱) 

議案第 45 号 専決処分事項の承認を求めることについて(日進市特別支援教育連

携協議会委員の委嘱) 

議案第 46 号 専決処分事項の承認を求めることについて(学校体育施設スポーツ

開放運営委員会委員の委嘱) 

議案第 47 号 専決処分事項の承認を求めることについて(日進市図書館協議会委

員の任命) 
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報告事項 

事務局報告 

【教育総務課】 

教育委員会の後援等名義使用等について〔資料 No.1〕 

事業等報告について〔資料 No.2〕 

【学校教育課】 

日進市学校教育支援学生サポーターの委嘱について〔資料 No.3〕 

教員の長時間労働解消に向けた取り組みについて〔資料 No.4〕 

事業等報告について〔資料 No.5〕 

【学校給食センター】 

事業等報告について〔資料 No.6〕 

【生涯学習課】 

事業等報告について〔資料 No.7〕 

【図書館】 

教育委員会に関する情報公開について〔資料 No.8〕 

事業等報告について〔資料 No.9〕 

 

教育委員会行事予定（令和元年 5月 30 日から 7月 3日まで）について 

 

その他 

 

8. 次回会議日程 

7 月定例会 

日時：令和元年 7 月 3日(水曜日)午後 2 時から 

場所：市役所南庁舎 2階 第 5会議室 

出席者：6月定例会と同じ 

 

発言者及び発言内容 

教育長 

ただ今より 6月定例教育委員会を開会します。会議規則の定めるところにより議事

を進めさせていただきます。 

本日の会議録署名者は、伊藤委員、成田委員、私です。会議録調整者は、教育総務

課山田とします。 

本日の会議には 1 名の傍聴の申し出がありますが、ご意見はございますか。 

（全員意義なし）それでは傍聴者をお通しください。 

（傍聴者入室）傍聴者の方には、傍聴のマナーをお守りいただきますようお願いい

たします。 

 では、次第 2、5月定例教育委員会の会議録の承認についてですが、事前に指摘の

ありました箇所を修正のうえ、あらかじめ配付されました会議録案の内容について、

賛成される方は挙手をお願いします。 
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（全員異議なし）それでは、会議録を承認とします。 

 

次に、次第 3、私からの報告でございます。  

5 月 10 日、日進市グランドゴルフ連盟の今シーズンの開会式が、日進市総合運動

公園で開催されました。昨年度、客土工事を行い、きれいに整地されたグランドで、

約 140 名の会員の方々がベストスコアを目指し、汗を流していました。 

5 月 11 日、日進市少年少女発明クラブの開校式が、日進市スポーツセンターで開

会され、小学校 4～6 年生 100 名、そしてその保護者の方々が参加されました。発明

クラブは発足して 9 年目、毎年多くの応募があり、市内でも人気の講座の一つです。

この活動を通して、今日言われている論理的思考力等、科学やものづくりに興味をも

ってくれることを期待します。 

5 月 14 日、浅田町のマルフクさんから、国旗 2 枚の寄贈がありました。毎年この

時期に寄贈して頂いており、今年の 2枚は、順番で赤池小学校と竹の山小学校に渡し

ました。教育委員会として厚く感謝申し上げたいと思います。 

5 月 19 日、日進市消防団操法訓練大会が総合運動公園で開催されました。台風や

地震等の自然災害から、市民の安全・安心を守るため、日頃の訓練の成果を遺憾なく

発揮し、地域防災の意識の高さ、自主防災の大切さを感じました。なお、優勝は岩崎

分団で、7月 20 日に蒲郡で開催される県大会に出場します。 

5 月 22 日から 24 日まで、富山県の富山市で、全国都市教育長協議会定期総会・研

究大会が開催されました。総会の後、文科省から本年度の事業報告があり、その中に

は、本年度本市が実施する、体育館等のトイレ改修の事業である「防災・減災、国土

強靭化のための 3ヵ年緊急対策事業」についても説明があり、全国の各都市でも積極

的に活用してほしいとの要請がありました。 

5 月 27 日、近藤裕貴市長が初登庁されました。その後、市役所の幹部を集めた訓

示式では、「市民の皆さんの思いを感じ取り、寄り添う行政を進めたい」と話されま

した。 

5 月 29 日、本日ですが、午前中に市内小中学校長会が開催され、各課の所管事項

の説明や学校ごとの情報交換がされました。その中で、この夏の学校閉校日は、8 月

13 日から 16 日までの 4日間とすることが確認されました。 

5 月 29 日、また、同日市民会館で、本年度の「いきいきシルバースクール」の開

校式が開催されました。今年も赤池小・竹の山小・梨の木小・相野山小の 4校で、約

100 名の市民の方が参加され、年間 12 回の授業を通して、児童との触合いや、会員

同士の学びや交流に向けた取組みがスタートしました。 

私からの報告は以上です。 

 各委員から報告があればお願いします。 

 

委員 

 5 月 20 日、学校訪問で相野山小学校に行ってまいりました。相野山小学校は開校

42 年目の学校で日進市では小規模な学校で、家庭的な雰囲気の中、子ども達は落ち

着いた様子で授業に取り組んでいました。児童数の変化により、今後各学年 1クラス

になることも予想されるとのことでした。 
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5 月 21 日には、愛日地方事務協議会が春日井市の市役所で行われました。平成 30

年度の事業報告、決算、令和元年度の事業計画予算が承認され、令和元年度の方向性

をお伺いしてまいりました。大きな方向性としては教員の多忙化の解消、新しい指導

要領への取り組みという 2つの対応を伺いました。 

また教員がメンタルヘルスを保ち、働くことができるように、ストレスがかからな

いよう、多忙化への取り組みを今後、引き続き考えていくとのことでした。 

そして、今年度は 162 名の新規の先生が入られました。また、教員免許の更新をし

ていかなくてはならないとのことでした。さらに、教員採用試験が 5 月 16 日に締め

切られたそうです。2020 年度の採用予定は小学校 740 名、中学校 300 名、養護教諭

40 名の採用予定とのことですが、実際は例年よりも応募の数は少なくなっていると

のことでした。 

また、校長先生、教頭先生の任用につきましては、団塊の世代が退職されることか

ら、新しく校長先生、教頭先生の任用について考えており、今までは 15 年以上の経

歴を持った方を対象としていましたが、12 年以上へと変更することも検討している

と伺いました。 

また、不祥事の防止ということで、先生方が刑事事件等を起こすことがないよう、

各学校、地域でしっかりと防止に努めていきたいと伺いました。 

5 月 26 日に盆栽連盟と歌謡連盟の発表会へ参加いたしました。盆栽連盟展にて石

や植木を見ると心が休まります。歌謡連盟の発表会では高齢者の若々しい発表を拝見

し、年をとってもみんなの前で表現することのすばらしさを感じました。 

 

委員 

5 月 22 日に学校訪問で西小学校へ行ってまいりました。日進市内で一番歴史のあ

る小学校でしたが、松原校長先生からは今年度より新しい取り組みを多く行っている

と伺いました。今年度からは時間に着目し、ノーチャイムにされたそうです。ノーチ

ャイムにすることで、児童それぞれが時間を気にして行動できるようになったと良い

効果がすでに見られているとのことです。 

清掃というところでは、今年度は水拭き雑巾による清掃を始めたそうです。学校訪

問に伺った際、ちょうど掃除の時間で、拝見させていただきましたが、慣れない雑巾

がけということで、やり方については今後も指導を続けていくとのことです。子ども

達の発想を大切にしながら、是非続けていただきたいと思います。 

また、今年から肢体クラスが新設されたとのことでした。バリアフリーにしたわけ

ではないですが、手すりをつける等の対応を取ったとのことでした。今後も施設の面

で児童が無理なく過ごすことができるよう、学校の要望等を伺って整備していただき

たいと思いました。 

 

教育長 

では、議事に入ります。 

はじめに、議案第 42 号「令和元年度日進市一般会計(教育委員会所管部分)補正予

算(第 2号)について」について、学校教育課より説明をお願いします。 
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学校教育課長 

 （資料に基づき説明） 

 

教育長 

 ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

委員 

 この事業は 1年ですか。 

 

学校教育課長 

 今年度 1年の事業です。 

 

教育長 

 その他、ご質問はございませんか。（しばらく間があり）それでは、議案第 42 号

に賛成の方は挙手をお願いします。（全員賛成）議案第 42 号を承認とします。 

続きまして、議案第 43 号「日進市立小中学校適正規模等検討委員会委員の委嘱に

ついて」について、教育総務課より説明をお願いします。 

 

教育総務課長 

 （資料に基づき説明） 

 

教育長 

 ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

委員 

 検討委員会の会議回数は何回を予定しているのですか。 

 

教育総務課長 

 予定ではありますが、今年度は進捗状況に応じて、3～5回の開催を予定しており

ます。 

 

教育長 

 その他、ご質問はございませんか。（しばらく間があり）それでは、議案第 43 号

に賛成の方は挙手をお願いします。（全員賛成）議案第 43 号を承認とします。 

 次に、議案第 44 号「専決処分事項の承認を求めることについて(日進市教育支援委

員会委員の委嘱)」及び、議案第 45 号「専決処分事項の承認を求めることについて

(日進市特別支援教育連携協議会委員の委嘱)」について、一括して学校教育課より説

明をお願いします。 

 

学校教育課長 

 （資料に基づき説明） 
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教育長 

 ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。（しばらく間があ

り）それでは、議案第 44 号に賛成の方は挙手をお願いします。（全員賛成）議案第

44 号を承認とします。 

 続いて、議案第 45 号に賛成の方は挙手をお願いします。（全員賛成）議案第 45 号

を承認とします。 

 次に、議案第 46 号「専決処分事項の承認を求めることについて(学校体育施設スポ

ーツ開放運営委員会委員の委嘱)」について、生涯学習課より説明をお願いします。 

 

生涯学習課長 

 （資料に基づき説明） 

 

教育長 

 ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。（しばらく間があ

り）それでは、議案第 46 号に賛成の方は挙手をお願いします。（全員賛成）議案第

46 号を承認とします。 

 次に、議案第 47 号「専決処分事項の承認を求めることについて(日進市図書館協議

会委員の任命)」について、図書館より説明をお願いします。 

 

図書館長 

 （資料に基づき説明） 

 

教育長 

 ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

委員 

今回任命される方は、全員新任ということですが、この協議会の委員は新任の方が

なられるのですか。 

 

図書館長 

 今回については、全員の方が新任となりましたが、再任を認めていないものではあ

りません。 

 

教育長 

 その他、ご質問はございませんか。（しばらく間があり）それでは、議案第 47 号

に賛成の方は挙手をお願いします。（全員賛成）議案第 47 号を承認とします。 

以上で、本日審議する議事はすべて終了しました。次に、次第の 5、事務局報告に

移ります。各課より説明をお願いします。 
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教育総務課長 

教育委員会の後援等名義使用等について 

事業等報告について 

（各項目について説明） 

 

学校教育課長 

日進市学校教育支援学生サポーターの委嘱について 

教員の長時間労働解消に向けた取り組みについて 

 

学校教育課指導主事 

事業等報告（学校教育課）について 

（各項目について説明） 

 

学校給食センター長 

 事業等報告（学校給食センター）について 

（各項目について説明） 

 

生涯学習課長 

 事業等報告（生涯学習課）について 

（各項目について説明） 

 

図書館長 

 教育委員会に関する情報公開について 

事業等報告（図書館）について 

（各項目について説明） 

 

教育長 

事務局からの報告は以上となります。ご意見、ご質問はございませんか。 

 

委員 

 運動会についてですが、香久山小学校の視察に行った際、保護者の協力を得て、テ

ントの設置を行っていました。このようにテントを各学校でうまく活用することがで

きればよいのではと思いました。そのような協力はできないでしょうか。 

 

学校教育課長 

 校長会でも同じような話題がありましたが、学校によっては突風によるテントの倒

壊を心配する意見もありますので、今後、校長先生方に議論していただき、各学校の

要望に応じて、教育委員会事務局のほうでも対応していきたいと考えています。 
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委員 

 運動会に関して、世間では午前中のみの開催をしているような地域もありますが、

日進市ではどのようにお考えでしょうか。 

 

学校教育課長 

 現時点では、午前中開催を行っている学校はありません。今後どのようにするかは、

校長先生にご意見を伺いながら検討いたします。 

 

教育長 

他にご意見、ご質問はございませんか。（しばらく間があり） 

次に、次第 6その他、教育委員会の行事予定については、お手元の資料をご覧くだ

さい。特にお伝えしたい行事がありましたら説明をお願いします。 

 

図書館 

6 月 5 日に図書館システムの更新に伴い、第 1回プロポーサル評価委員会を午後 2

時から図書館 2階会議室にて開催いたします。出席は教育部長、次長にお願いしてお

ります。 

 

学校給食センター 

6 月 24 日に元号「令和」を祝う給食を行います。市長にも都合が会えば出席をお

願いしております。メニューは「令和」の文字が入ったコロッケとゼリーを予定して

います。 

 

教育長 

 全体を通して、ご意見、ご質問はございませんか。(しばらく間があり) 

 

委員 

今、学校関係で話題になっている教員の多忙化解消について、話題提供させていた

だきます。多忙というのは仕事量が多いということですが、教員の今の仕事量は本当

に多いのか、以前と比べて増えているのでしょうか。主任指導主事は、どのように感

じられていますか。 

 

学校教育課主任指導主事 

仕事をどこまで捉えるかにもよりますが、授業や学校行事等の準備に対する仕事量

については、それほど変わっていないと感じますが、それ以外の生活指導面や保護者

への対応については、以前よりは仕事量は増えていると感じます。 

 

委員 

私も仕事の質は違うかも知れませんが、仕事量としては以前と変わらないと感じて

います。今になってこのように多忙化という言葉が出てくるのは、政府の働き方改革

が提示され、それを教員へも反映させようとしたことでこのようなことが問題視され
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てきたと感じます。また教員が全員同じ仕事量ではなく、人によって仕事量が変わっ

ていることもあげられると思います。 

教員の仕事の特殊性として、今日中にやらなければ明日を迎えることができない仕

事があります。そのため、残業するなと言われると、家に持ち帰ってやることになっ

てしまう。職種によっては、時間が来たから明日に回して帰るということができるの

かも知れませんが、教員の仕事ではそれができないのです。そのため、教員の多忙化

を解消させるのは、難しい問題だと思います。 

教員の本来の仕事は、授業を行うことです。授業といっても教材研究をする、準備

（プリントの作成、実験など）する、当日授業をする。翌日 5時間授業があるとした

ら、それを 5時間分行うことになります。本来の仕事だけでもずっと連なっているに

も関わらず、その他にも校務分掌として、様々な役割分担があります。 

学校行事や学年行事については、計画、準備、事前指導を行い、本番を迎えるまで

の仕事があります。また、生徒指導として、健康面、生活面の指導の仕事があります。

さらに子ども達のノート、プリント等のチェック、成績処理（テストの作成・採点、

通知表、指導要録など）、部活動、国・県・市からの調査もあります。 

このような教員の仕事はいつやるのかというと、空き時間、授業後（部活動終了

後）、家でやるということになってしまいます。このような状況からも教員は仕事が

たくさんあるということがわかると思います。 

では、どのように対策をしたらよいのでしょうか。私の考えとしては、一人当たり

の仕事を減らすために人を増やすこと、教員でなくてもできる仕事を教員から切り離

して仕事を減らすことが考えられます。この２つはそれぞれ別の対策ではなく、連動

していると考えます。 

小中学校は日進市立の学校です。そのため、現場の責任は校長ですが、全体の責任

は市長にあると言えます。市長に責任があるということは、市長の理解を得る必要が

あり、市長の理解を得るには、教育委員会事務局だけでなく、市長部局の企画部門、

財政部門の理解を得ない限り、現状を変えることはできないと考えます。学校の現場

を変えるには、責任者に学校の現場の状況を知ってもらえるかが重要だと考えます。 

責任者に理解を得ることが事業に繋がる例として、日進市で導入した普通教室への

エアコンが挙げられます。日進市は他の自治体と先立って、エアコンを導入しました。

通常は、周りの市町と比較して足並みを揃えることが多いですが、エアコンについて

は、日進市は先行して導入しました。現場の意見を聞いて、現場の状況を知っていた

だき、他の市町がやっていないことでも日進市には必要だということを理解いただく

ことで動いていただくことができました。 

多忙化を完全に解消できるかというと難しいと感じます。日進市も数値的には長時

間勤務者は減っていますが、解消にはいたっていません。解消に向けた取り組みを市

や現場が行うことが重要だと感じます。 

他の委員・事務局から意見をお伺いできれば幸いです。 

 

教育長 

ただいまの説明につきまして、ご意見はございませんか。 
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委員 

それぞれの学校が先生に支えられている中、先生と先生同士の連携が重要だと考え

ます。手際の良し悪しによって、仕事の速い遅いがあると思いますが、学年の横の繋

がりを強化して仕事を手伝ったりしていくことが重要ではないかと考えます。 

 

学校教育課指導主事 

 現場の先生の感覚としては、忙しいと感じている先生は多いですが、効率よく対応

するべきだと感じます。子どもたちのためにと考えると際限なくなってしまいます。

現場だけでなく、保護者、地域が先生の仕事のあり方を真剣に考えていただくことが

重要だと感じます。日進市全体で考えていく問題ですが、日進市だけでなく、日本全

体で考えていくべき問題だと感じます。 

 

委員 

 教員にも、一人でやる仕事とみんなでやる仕事があります。同学年でやる仕事はチ

ームを作って対応していると思います。 

 

委員 

 仕事量の負担はもちろんですが、精神的な負担もあると感じます。自分のクラスの

子どもに何かあれば対応するため、拘束されている時間以外でも責任を持つという精

神的な負担があると感じます。このような精神的な負担は時間的な管理だけで数値化

することは難しいです。複数の人で見ることで責任の分担を行うことができるため、

人を増やすことも一つの対策ではないかと感じます。 

 

委員 

 最近は、精神的な負担で教員を辞めてしまう人もいます。本来の仕事に対する精神

的な負担はほとんどなく、それ以外の仕事に対する精神的な負担によって、辞めてし

まうのではないかと感じます。 

 

学校教育課長 

日進市の教員の長時間労働解消プランについては、本市では多忙化という言葉では

なく、長時間労働としてプランを策定しています。 

多忙化については、人によっても捉え方が違います。以前、学校へ部活動の縮小に

ついて、ヒアリングを行いましたが、先生、生徒、保護者は多忙と感じていない声が

聞かれます。特に熱心に部活動等を行っている場合はより一層そのように感じます。

そのため、多忙という感覚で捉えることは難しく、時間的に数値化することで整備を

行うこととしています。先生によって感覚が異なることを変えていくことが難しいと

改めて感じました。 

教育委員会では、多忙化解消の一環として、学校教育課では、学校での委託事業・

補助事業の支払事務を学校教育課で行うこととし、教育総務課では、タイムカードの

導入、プール清掃、草刈の業務委託等の対応を行っています。これが一度に多忙化の
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解消とはならないかもしれませんが、教育委員会の事務局としては、小さなことでも

できることを進めていくこととしています。 

 

委員 

 多忙化を解消していきたいという学校側の気持ちが保護者へ伝わるまでは少し時間

がかかると思います。保護者も要望するだけでなく、夜間や閉校日での連絡を控える

など、小さいことから学校を理解することができるとよいと感じます。 

日進市には熱心の先生が多いと感じています。お子さんが日進市の先生に憧れて、

将来先生になりたいと言う生徒も多いので、そのような生徒たちが、多少忙しくても

先生を続けていくことができる良い環境を作っていくことができれば良いと感じます。 

 

委員 

部活動に関して、先生自身が得意なものを部活動とする人は積極的に取り組みやす

いです。一方で、自分の不得意なものを担当する人にとっては負担に感じていると思

います。 

また、スポーツでは特に勝つことを目標にするため、指導者も結果を出したい、保

護者の期待に応えたいと思うと長時間になったりしてしまうのだと思います。仕事を

減らすためには教師から切り離し、費用もかかると思いますが、専門性を持った方を

呼んだり、教員を目指す大学生を呼んだりすることで、教員の負担を減らすことに繋

がるのではないかと思います。 

 

委員 

 日進市は教育委員と事務局がスクラムを組んで何とかしようとしている良い状態な

ので、今回このような話題を提供させていただきました。他の市町が日進市を参考に

するような関係を作っていくことができればと思います。 

 

教育長 

その他、ご意見、ご質問はございませんか。(しばらく間があり) 

以上で、本日審議する議事はすべて終了しました。 

ありがとうございました。それでは、これをもちまして、6月定例教育委員会を閉

会します。次回 7月教育委員会を、令和元年 7月 3日（水曜日）午後 2時から、市役

所南庁舎 第 5会議室で開催予定です。 

 


